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第 3 章から第 5 章までが本論部分をなし、ここではチェコ人諸政党間の関係が、統一的
政治行動の安定から崩壊に至るまで、第 3 章では 1907 年総選挙以後のベック Max
Vladimir Beck 内閣 (1906-08) 、第 4 章ではビーネルト Richard Bienert 内閣 (1908-











































































Lager J ・ドイツ政党政治史の「ミリューMilieuJ 概念などに示唆を受けた柱状化
verzuilingNersäulung 論を用いた多党制成立論の試みなど、政治学的にも重要な研究を
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刺戟してきた。しかしながら、戦前における多党制の成立と戦間期の安定的なデモクラシ
ーとを、多党化後の戦前政党政治の展開を考慮することなく直接に結びつける議論は、本
論文も指摘するとおりに、比較研究に耐えない。本論文はこうした従来の研究の空白を埋
め、さらには継承諸国間での比較政治史研究を試みている点に意義がある。すなわち、本
論文の意義は、第一に、従来研究史上の空白となっていた 20 世紀初頭から第一次世界大
戦に至る時期のチェコ政党政治史を同時代文献の渉猟に基づいて実証的に詳細に跡づけ
た点に求められる。それにもまして、第二に、ハプスブルク君主国の継承諸国間比較とい
う視座を設定して、第一次世界大戦以前の経験と戦間期のデモクラシーが辿った運命との
聞の因果論的な説明を試みようとした点は、比較政治史の観点からきわめて意欲的な試み
として評価される。もっとも、ここで提示された、戦前におけるナショナルな統一的議員
団の維持と戦間期における多数派連合形成の困難、戦前における政党間競争の成立と戦間
期におけるデモクラシーの安定という一対の対応関係は、因果関係に関して説得的なメカ
ニズムが提示されているとまでは言い難く、試論の域を出ないものであるが、今後の研究
においてさらに考察が深められるであろうという期待を十分に抱かせるものである。
また、本論文には問題点もあり、ハプスブルク君主国の統治制度の記述に不正確な点が
まま見られるが、ナショナルな政党編成によらない議員の投票行動が観察できる対外通商
条約やハンガリーとの聞の 10 年更新の経済アウスグライヒなどの争点をめぐる政党政治
にも着目する場合には、こうした点は正確に踏まえておくことが必要であろう。ボヘミア
=ドイツ人諸政党とのアウスグライヒ交渉を詳細に取り上げた以上、ボヘミア=ドイツ人の
間での政党の分化と政党間関係の展開を、チェコ人諸政党聞のそれと併行して跡づけるこ
とは、今後の研究課題である。しかしながら、これらの点は本研究が博士の学位を受ける
ことを決して妨げるものではないと思われる。
以上により、本研究は博士(法学)の学位を授与するに値するものと認める。
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